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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品的に許容可能な媒体中に、一般式（Ｉ）：
【化１】

［上式中、
　Ａ及びＢはそれぞれ独立して(ＣＨ２)ｎ基（ここで、ｎは１から４の範囲の整数である
）、又はＣＨ(ＣＨ３)基を表し、
　Ｒ１は水素原子又は一又は二のヒドロキシル基で置換されていてもよい直鎖状又は分枝
状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表す）、
　Ｒ'は、水素原子、メチル基又はエチル基を表す］
を有する一又は複数のカルボキシジチオール、及び／又はその有機及び無機塩を還元剤と
して含有する、毛髪のパーマネントリシェイプ施術の第一段階のための水性還元組成物。
【請求項２】
　一般式（Ｉ）のカルボキシジチオールが、次の化合物：
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－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ペンタン酸、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールペンタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ヘキサン酸、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールヘキサノアート、
からなる群から選択されることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　一般式（Ｉ）のカルボキシジチオールが、次の化合物：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ペンタン酸、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルプロパノアート、
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－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ヘキサン酸、
からなる群から選択されることを特徴とする請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　一般式（Ｉ）のカルボキシジチオールが、組成物の全重量に対して０．０５重量％～３
０重量％の範囲の量で存在することを特徴とする、請求項１ないし３の何れか１項に記載
の組成物。
【請求項５】
　一般式（Ｉ）のカルボキシジチオールが、組成物の全重量に対して１重量％～２０重量
％の範囲の量で存在することを特徴とする、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　ｐＨが４から１１の間の間にあることを特徴とする、請求項１ないし５の何れか１項に
記載の組成物。
【請求項７】
　ｐＨが６から１０の間にあることを特徴とする、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　ｐＨが、アンモニア、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、１,３-プロパンジ
アミン、炭酸又は重炭酸アルカリ又はアンモニウム、有機炭酸塩、及び水酸化アルカリか
らなる群から選択されるアルカリ剤、もしくは塩酸、酢酸、乳酸、シュウ酸又はホウ酸か
らなる群から選択される酸性化剤、又はホウ酸塩、リン酸塩又はトリスバッファーで調整
されることを特徴とする請求項６又は７に記載の組成物。
【請求項９】
　有機炭酸塩が、炭酸グアニジンであることを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　チオグリコール酸、チオ乳酸、グリセロールモノチオグリコレート、システアミン、Ｎ
-アセチル-システアミン、Ｎ-プロピオニル-システアミン、システイン、Ｎ-アセチル-シ
ステイン、チオリンゴ酸、パンテテイン、２,３-ジメルカプトコハク酸、アルカリ金属又
はアルカリ土類金属亜硫酸塩又は亜硫酸水素塩、Ｎ-(メルカプトアルキル)-ω-ヒドロキ
シアルキルアミド、Ｎ-モノ又はＮ,Ｎ-ジアルキルメルカプト-４-ブチルアミド、アミノ
メルカプト-アルキルアミド、Ｎ-(メルカプトアルキル)スクシンアミド酸誘導体及びＮ-(
メルカプトアルキル)スクシンイミド誘導体、アルキルアミノメルカプトアルキルアミド
、２-ヒドロキシプロピルチオグリコレートと(２-ヒドロキシ-１-メチル)エチルチオグリ
コレートの共沸混合物、メルカプトアルキルアミノアミド、Ｎ-メルカプト-アルキルアル
カンジアミド及びホルムアミジンスルフィン酸誘導体から選択される一又は複数の還元剤
を更に含有することを特徴とする請求項１ないし９の何れか１項に記載の組成物。
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【請求項１１】
　(Ｃ１－Ｃ１０)アルキル硫酸塩、(Ｃ１－Ｃ１０)アルキルベンゼン硫酸塩、(Ｃ１－Ｃ

１０)アルキルエーテル硫酸塩、(Ｃ１－Ｃ１０)アルキルスルホン酸塩、第４級アンモニ
ウム塩、(Ｃ１－Ｃ１０)アルキルベタイン、オキシエチレン(Ｃ１－Ｃ１０)アルキルフェ
ノール、脂肪酸アルカノールアミド、オキシエチレン脂肪酸エステル、ヒドロキシプロピ
ルエーテルから選択される少なくとも一の界面活性剤を含有することを特徴とする請求項
１ないし１０の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１２】
　界面活性剤が組成物の全重量に対して多くとも３０重量％であることを特徴とする、請
求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　界面活性剤が組成物の全重量に対して０．５～１０重量％であることを特徴とする、請
求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　水及び低級Ｃ１－Ｃ６アルコールの含水アルコール溶液からなる群から選択されるビヒ
クルを含有することを特徴とする請求項１ないし１３の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　水及びエタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール又はグリセロールの
含水アルコール溶液からなる群から選択されるビヒクルを含有することを特徴とする請求
項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　水性形態、増粘又は非増粘クリーム、又はゲルであることを特徴とする請求項１ないし
１５の何れか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　水性形態が、増粘又は非増粘ローションであることを特徴とする請求項１６に記載の組
成物。
【請求項１８】
　－　ケラチンジスルフィド結合を還元するための請求項１ないし１７の何れか１項に記
載の還元組成物の毛髪への塗布工程と、
　－　酸化組成物を毛髪に塗布するか又は毛髪を大気中の酸素と接触させることにより上
記結合を再形成させる酸化固定工程、
を具備する毛髪のパーマネントリシェイプ方法。
【請求項１９】
　還元組成物が５～６０分間、放置されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　還元組成物が１５～４５分間、放置されることを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　酸化組成物が、過酸化水素、臭素酸アルカリ、過酸塩、ポリチオン酸塩及び臭素酸アル
カリと過酸塩の混合物からなる群から選択される少なくとも一の酸化剤を含有することを
特徴とする請求項１８ないし２０の何れか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　毛髪への還元組成物の塗布工程と固定工程の間に、６０から２２０℃の加熱アイロンを
用いる毛髪加熱工程を含むことを特徴とする請求項１８ないし２１の何れか１項に記載の
方法。
【請求項２３】
　毛髪への還元組成物の塗布工程と固定工程の間に、１２０から２００℃の加熱アイロン
を用いる毛髪加熱工程を含むことを特徴とする請求項１８ないし２１の何れか１項に記載
の方法。
【請求項２４】
　第一の区画に請求項１ないし１７の何れか１項に記載の還元組成物を、第二の区画に酸
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化組成物を含む、毛髪のパーマネントリシェイプ用キット。
【請求項２５】
　次の一般式（ＩＩ）：
【化２】

［上式中、
　Ａ'及びＢ'はそれぞれ独立して(ＣＨ２)ｎ基（ここで、ｎは１から４の範囲の整数であ
る）、又はＣＨ(ＣＨ３)基を表し、
　Ｒ'''は、水素原子、メチル又はエチル基を表し、
　Ｒ1'は一又は二のヒドロキシル基で置換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５

アルキル基を表すが、Ａ'とＢ'がＣＨ２を表し、Ｒ1'がメチル又はエチル基を表す化合物
を除く］を有することを特徴とするカルボキシジチオール又は式（ＩＩ）の上記化合物の
無機又は有機塩。
【請求項２６】
　次の化合物：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールペンタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルヘキサノアート、
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－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールヘキサノアート、
からなる群から選択されることを特徴とする請求項２５に記載のカルボキシジチオール。
【請求項２７】
　次の化合物：
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
からなる群から選択されることを特徴とする請求項２５に記載のカルボキシジチオール。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
　本発明は、還元剤として少なくとも一のカルボキシジチオールを含有する、毛髪のパー
マネントリシェイプ施術の第一段階のための化粧品還元組成物に関する。本発明はまたこ
れらカルボキシジチオールを用いる毛髪のパーマネントリシェイプ方法にも関する。
【０００２】
　毛髪のパーマネントリシェイプを達成する最も普通の方法は、第一段階において、好ま
しくは毛髪をすすいだ後に、還元組成物を用いてケラチンのジスルフィド結合を切断し、
カーラー又は等価物を用いて張力を予めかけておくか、あるいは他の手段によって形をに
セットされるかストレート化された毛髪に、固定液とも呼ばれる酸化組成物を塗布するこ
とによって第二段階において上記ジスルフィド結合を再形成して、毛髪に所望の形を付与
することからなる。この方法により、毛髪のウェーブ化、又はそのカール除去、逆毛立て
又はストレート化を差別せずに行うことが可能になる。
【０００３】
　パーマネントウェーブ施術の第一工程において通常用いられる還元組成物は、亜硫酸塩
、亜硫酸水素塩、好ましくはチオールを還元剤として含有する。最も後のもののなかで、
伝統的に用いられているものは、チオグリコール酸、システアミン、チオ乳酸、システイ
ン及びグリセロールモノチオグリコレートである。チオグリコール酸は、特にチオグリコ
ール酸アンモニウムとして、アルカリ性ｐＨでケラチンのジスルフィド結合を還元するの
に特に効果的であり、パーマネントウェーブ施術に最も頻繁に用いられている製品となっ
ている。しかしながら、チオグリコール酸は十分に強いカーリングを達成するには十分に
塩基性の媒質（特にｐＨ８．５以上）中で使用されなければならなかった。チオグリコー
ル酸－アルカリ性ｐＨの組み合わせは、程度の差はあれ悪臭を分からなくするのに効果的
な香料を使用して解消されなければならない不快な臭気を持っているだけでなく、毛髪繊
維にダメージを生じる不具合を有している。
【０００４】
　亜硫酸塩と亜硫酸水素塩は一般にチオール類の前、特にチオグリコール酸の前に使用さ
れてきた。チオール類と異なり、それらは一般に４と６の間の酸性ｐＨで使用されている
。しかし、得られるカーリングの強さは更に低く、満足にはほど遠い。
　システインはチオグリコール酸よりも弱い臭気を生じるだけであるが、得られるカール
度合いは更に低く、全く満足できるものではない。更に、システインは高いアルカリ性ｐ
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Ｈで使用されなければならない。
　グリセロールモノチオグリコレートはまた非常に不快な臭気を持つ。それに反して、そ
れは中性に近いｐＨで使用されるが、その性能はチオグリコール酸よりもかなり低い。
　システアミンはより広いｐＨ範囲で使用することができる。それはチオグリコール酸と
殆ど同程度に効果的であるが、毛髪繊維を顕著に劣化させてしまう。
【０００５】
　これらの還元剤の欠点を補うべく多くの様々な研究がなされ、これを受けて新規な還元
化合物又は系を用いることが提案されている。しかし、ジチオール類は殆ど提案されてい
ない。二種のジチオール類、つまりジチオスレイトールＤＴＴ及び２,５-ジメルカプトア
ジピン酸が過去において非常に広範に研究されているが、特にＤＴＴの耐えられない臭気
のため、またジメルカプトアジピン酸が十分には活性ではなかったので、それらは毛髪の
パーマネントリシェイプのためには開発されていない。より最近では、欧州特許出願公開
第０７２１７７２においてチオグリコール酸より効果が少ないと思われる２,３-ジメルカ
プトコハク酸を用いることが既に提案されている。また米国特許第５３５０５７２号には
ポリオキシエチレングリコールジメルカプトアルキルエステル類を用いることがまた示唆
されている。これらの化合物は比較的効果があるが、長期間保存しておくことが困難であ
る。
【０００６】
　様々な研究を行った後、本出願人は全く驚いたことに、これまでの組成物と比較すると
、強くかつ長く続くカーリング作用を生じるが毛髪へのダメージが少ない還元組成物をつ
くり出すことを可能にする新規な範疇のジカルボキシジチオールを今発見した。
【０００７】
　しかして、化粧品的に満足できる媒体中に、次の一般式（Ｉ）：
【化１】

［上式中、
　Ａ及びＢはそれぞれ独立して(ＣＨ２)ｎ基（ここで、ｎは１から４の範囲の整数である
）、又はＣＨ(ＣＨ３)基を表し、
　Ｒは、
ａ）ＯＲ１基（ここで、Ｒ１は水素原子又は一又は二のヒドロキシル基で置換されていて
もよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表す）、又は
ｂ）ＮＲ２Ｒ３基（ここで、Ｒ２とＲ３は同じか異なっており、水素原子又はヒドロキシ
ル、メチルアミノ、エチルアミノ及びジメチルアミノ基から選択される一又は二の基で置
換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表す）、又は
ｃ）ＮＨ-Ｅ-ＣＯＲ４基｛ここで、
　　Ｅは、
　－　二価の-(ＣＨ２)ｐ-基（ここで、ｐは１と３の間の整数である）、又は
　－　-ＣＨ(Ｒ５)-基（ここで、Ｒ５はヒドロキシル、アミノ、グアニジノ、メチルチオ
及びＣＯＮＨ２基から選択される一の基で置換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-
Ｃ５低級アルキル基を表す）を表し、
　　Ｒ４は、
　－　ヒドロキシル基又はＯＲ６基（ここで、Ｒ６は水素原子又は一又は二のヒドロキシ
ル基で置換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表す）、又は
　－　ＮＲ７Ｒ８基（ここで、Ｒ７とＲ８は同じか異なっており、水素原子又はヒドロキ
シル、メチルアミノ、エチルアミノ及びジメチルアミノ基から選択される一又は二の基で
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置換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表す）を表す｝、又は
ｄ）次の基
【化２】

（ここで、Ｒ９は上記のＲ４基と同じ意味を持つ）、
　Ｒ'は、水素原子、メチル基又はエチル基を表し、
　Ａ及びＢは、Ｒ'が水素原子を表すときには共同してシクロペンタン環を形成可能であ
る］
を有する少なくとも一のカルボキシジチオール、及び／又はその有機及び無機塩を還元剤
として含有する、毛髪のパーマネントリシェイプ施術の第一段階のための水性還元組成物
を提供することが本発明の一つの目的である。
　「パーマネントリシェイプ」とは、ここでは、毛髪のパーマネントカーリング（パーマ
ネントウェービング）、毛髪のカール除去又はストレート化を意味するものである。
　式（Ｉ）の化合物は一般に次の文献に記載された手順に従って調製される：
－ JP 05301855
－ Tetrahedron Letters 1972, 25, 2549-52
－ Pesticide Science 1978, 9(1), 1-6
－ Journal of the U.S. Chemical Society 1955, 77, 6632-3。
【０００８】
　一般式（Ｉ）の化合物の中で好ましい化合物は次のものである：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタン
アミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ペンタン酸、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルペンタノアート、
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－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ペンタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ペンタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ペンタンアミド
、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ペンタンアミ
ド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ペンタンア
ミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ペンタン
アミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ペンタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロパンアミド
、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プロパンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンア
ミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
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－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロ
パンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プ
ロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-
プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)
-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド
、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド
、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパ
ンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ヘキサン酸、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ヘキサンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ヘキサンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ヘキサンアミド
、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ヘキサンアミ
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ド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ヘキサンア
ミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ヘキサン
アミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ヘキサンアミド、
－　１-[(２-メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-プロリン、
－　１-[(２-メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-ピペコリン酸、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-ロイシン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-アルギニン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-リジン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-グリシン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-グルタミン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-スレオニン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-４-ヒドロキシプロリ
ン、
－　Ｎ-[２-(メルカプトメチル)-３-メルカプトプロパノイル]-Ｌ-メチオニン。
【０００９】
　次の化合物が特に好適である：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンア
ミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ペンタン酸、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ペンタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ペンタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロパンアミド
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、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プロパンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンア
ミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-プロパン酸、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロ
パンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プ
ロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-
プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)
-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド
、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-ブタン酸、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-ヘキサン酸、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ヘキサンアミ
ド。
【００１０】
　本発明に係る還元組成物中に、一般式（Ｉ）の還元剤は、一般に還元組成物の全重量に
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対して０．０５重量％～３０重量％、好ましくは１重量％～２０重量％の範囲の量で含ま
れる。
　本発明に係る組成物のｐＨは、好ましくは４から１１の間、より特定的には６から１０
の間にある。
　ｐＨは、一般に、例えばアンモニア、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、ト
リエタノールアミン、１,３-プロパンジアミン、炭酸又は重炭酸アルカリ又はアンモニウ
ム、有機炭酸塩、例えば炭酸グアニジン、水酸化アルカリのようなアルカリ剤、もしくは
例えば塩酸、酢酸、乳酸、シュウ酸又はホウ酸のような酸性化剤、又はホウ酸塩、リン酸
塩又はトリスバッファー（トリス(ヒドロキシメチル)アミノ-メタンベースのバッファー
）のような通常のバッファーによって調整される。
【００１１】
　本発明に係る還元組成物はまた一又は複数の既知の還元剤、例えば、チオグリコール酸
又はチオ乳酸とそのエステル及びアミド誘導体、特にグリセロールモノチオグリコレート
、システアミンとそのアシル化(Ｃ１－Ｃ４)誘導体、例えばＮ-アセチル-システアミン又
はＮ-プロピオニル-システアミン、システイン、Ｎ-アセチル-システイン、チオリンゴ酸
、パンテテイン(pantheteine)、２,３-ジメルカプトコハク酸、アルカリ金属又はアルカ
リ土類金属亜硫酸塩又は亜硫酸水素塩、Ｎ-(メルカプトアルキル)-ω-ヒドロキシアルキ
ルアミド、例えば欧州特許出願公開第３５４８３５号の特許出願に記載のもの、Ｎ-モノ
又はＮ,Ｎ-ジアルキルメルカプト-４-ブチルアミド、例えば欧州特許出願公開第３６８７
６３号の特許出願に記載のもの、アミノメルカプト-アルキルアミド、例えば欧州特許出
願公開第４３２０００号の特許出願に記載のもの、Ｎ-(メルカプトアルキル)スクシンア
ミド酸及びＮ-(メルカプトアルキル)スクシンイミド誘導体、例えば欧州特許出願公開第
４６５３４２号の特許出願に記載のもの、アルキルアミノメルカプトアルキルアミド、例
えば欧州特許出願公開第５１４２８２号の特許出願に記載のもの、仏国特許出願公開第２
６７９４４８号の特許出願に記載された２-ヒドロキシプロピルチオグリコレートと(２-
ヒドロキシ-１-メチル)エチルチオグリコレートの共沸混合物、仏国特許出願公開第２６
９２４８１号の特許出願に記載されたメルカプトアルキルアミノアミド、欧州特許出願公
開第６５３２０２号の特許出願に記載されたＮ-メルカプト-アルキルアルカンジアミド及
び本出願人が出願した出願ＰＣＴ／ＵＳ０１／４３１２４に記載したもののようなホルム
アミジンスルフィン酸誘導体を更に含有しうる。
【００１２】
　好適な実施態様では、本発明に係る還元組成物は、ノニオン性、アニオン性、カチオン
性又は両性タイプの少なくとも一の界面活性剤をまた含有する。その可能な例は、アルキ
ル硫酸塩、アルキルベンゼン硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、
第４級アンモニウム塩、アルキルベタイン、オキシエチレンアルキルフェノール、脂肪酸
アルカノールアミド、オキシエチレン脂肪酸エステル、並びに他のノニオン性ヒドロキシ
プロピルエーテル界面活性剤である。
　本発明に係る還元組成物が一又は複数の界面活性剤を含有する場合、それは一般に還元
組成物の全重量に対して多くとも３０重量％、好ましくは０．５～１０重量％である。
【００１３】
　毛髪の美容特性を改善し又はそのダメージを低減又は防止するために、還元組成物はカ
チオン性、アニオン性、ノニオン性又は両性のトリートメント剤を含有していてもよい。
　特に好適なトリートメント剤には、特に仏国特許第２５９８６１３号及び同第２４７０
５９６号に記載されたものがある。揮発性又は非揮発性の直鎖状又は環状シリコーンをま
たトリートメント剤として使用することができ、同様にその混合物、ポリジメチルシロキ
サン類、第４級化ポリオルガノシロキサン類、例えば仏国特許出願第２５３５７３０号に
記載されたもの、アルコキシカルボニルアルキル部分によって変性されたアミノアルキル
部分を持つポリオルガノシロキサン類、例えば米国特許第４７４９７３２号に記載された
もの、ポリオルガノシロキサン類、例えばポリジメチルシロキサン／ポリオキシアルキル
共重合体、つまりジメチコーンコポリオール、ステアロキシ末端基を持つポリジメチルシ
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ロキサン（ステアロキシ-ジメチコーン）、ポリジメチルシロキサン／ジアルキルアンモ
ニウムアセテート共重合体又は仏国特許第２１９７３５２号に記載されたポリジメチルシ
ロキサン／ポリアルキルベタイン共重合体、メルカプト又はメルカプトアルキル基によっ
て有機修飾されたポリシロキサン類、例えば仏国特許第１５３０３６９号及び欧州特許出
願公開第２９５７８０号に記載されたもの、並びにステアロキシトリメチルシランのよう
なシラン類もある。
【００１４】
　本発明に係る還元組成物は一又は複数の他のトリートメント成分、例えばカチオン性ポ
リマー、例えば仏国特許出願第７９.３２０７８号（ＦＲ２４７２３８２）及び８０.２６
４２１（ＦＲ２４９５９３１）の組成物に使用されているもの、又はルクセンブルグ特許
第８３７０３号の組成物に使用されているイオネン(ionene)タイプのもののようなカチオ
ン性ポリマー、塩基性アミノ酸、例えばリジン又はアルギニン、酸性アミノ酸、例えばグ
ルタミン酸又はアスパラギン酸、ペプチドとその誘導体、タンパク質加水分解物、ロウ、
膨張剤及び浸透剤、又は還元剤の効果を増大させることができる薬剤、例えばＳｉＯ２／
ＰＤＭＳ混合物（ポリジメチルシロキサン）、ジメチルリソソルビトール、尿素とその誘
導体、ピロリドン、Ｎ-アルキル-ピロリドン類、チアモルホリノン(thiamorpholinone)、
アルキレングリコール又はジアルキレングリコールアルキルエーテル類、例えばプロピレ
ングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル及びジエチレングリコールモノエチルエーテル、Ｃ３－
Ｃ６アルカンジオール、例えば１,２-プロパンジオール、１,３-プロパンジオール及び１
,２-ブタンジオール、２-イミダゾリジノン、並びに他の化合物、例えば脂肪アルコール
、ラノリン誘導体、活性剤、例えばパントテン(panthothenic)酸、抜け毛に抗する薬剤、
抗フケ剤、増粘剤、懸濁剤、金属イオン封鎖剤、乳白剤、染料、サンスクリーン剤並びに
香料及び防腐剤をまた含有しうる。
【００１５】
　式（Ｉ）のカルボキシジチオールは化粧品的に許容可能な媒体中に配されなければなら
ない。
　よって、本発明に係る組成物のためのビヒクルは好ましくは水又は低級Ｃ１－Ｃ６アル
コール、例えばエタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール又はグリセロ
ールからなる含水アルコール溶液であり、低級Ｃ１－Ｃ６アルコールを組成物の全重量に
対して２０重量％の最大濃度で含有しうる。
　本発明に係る還元組成物は、実質的に水性の形態であり、つまり増粘又は非増粘のロー
ション、増粘又は非増粘のクリーム、又はゲルである。
【００１６】
　組成物が毛髪のカール除去又はストレート化施術に使用される場合、還元組成物は、好
ましくは、毛髪をできるだけストレートに維持できるように増粘されたクリームとして提
供される。これらのクリームは、ステアリン酸グリセリル、ステアリン酸グリコール、自
己乳化可能なロウ又は脂肪アルコールからなるベースを用いて、「ヘビーな」エマルショ
ンの形態で作製される。
　ある種の増粘剤を含む液体又はゲルをまた使用することができ、例えばカルボキシビニ
ルポリマー又はコポリマーであり、曝している間になめらかな位置に毛髪を「くっつけさ
せ（stick）」、固定する。
　本発明に係る還元組成物はまた発熱タイプの組成物とすることができる。つまり、毛髪
に塗布したときにある種の加熱を生じ、これはパーマネントウェービング又はカール除去
の第一工程を受けている使用者にとって快適である。
【００１７】
　式（Ｉ）の少なくとも一の化合物を含有する還元組成物を使用して毛髪にパーマネント
リシェイプを施す方法を提供することが本発明の更なる目的である。
　本発明に係るパーマネント毛髪リシェイプ法は、
－　ケラチンジスルフィド結合を還元するための、本発明に係る還元組成物の毛髪への塗
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布工程と、
－　酸化組成物を毛髪に塗布するか又は毛髪を大気中の酸素と接触させることにより上記
結合を再形成させる酸化固定工程、
を具備する。
　毛髪は当業者によく知られている機械的手段を使用してセットされる。
【００１８】
　パーマネントウェービングを行うために、カーラーが好ましく使用され、還元組成物は
毛髪セット手段の前又は後に塗布され、酸化組成物は、すすぎ流すか又は中間組成物を塗
布する中間の又は引き続く段階を伴うか伴わないで、還元組成物の後に塗布される。
　本発明に係る還元組成物は、好ましくは、２から３０ｍｍ直径のカーラーに予め巻き付
けられた濡れた毛髪に塗布される。組成物はまた毛髪のロール化過程が進行する段階で塗
布されうる。ついで還元組成物は一般に５～６０分間、好ましくは１５～４５分間の時間
の間、放置されて作用させた後、十分に洗い流されなければならない。ついで、酸化組成
物は巻き付けられた毛髪に塗布され、該酸化組成物により、２から１０分の適用時間の間
、ケラチンのジスルフィド結合の再形成が可能になる。カーラーを取り除いた後、毛髪を
十分にすすぐ。
　還元組成物をひとたび塗布した後、毛髪には、適用時間の全て又は一部にわたって３０
℃と６０℃の間からなる温度に加熱することによる熱処理を施すことができる。実際には
、この段階はヘルメットヘアードライヤー、ヘアードライヤー、赤外線ドライヤー及び他
の通常の加熱装置を使用して実施することができる。
【００１９】
　また加熱手段とヘアーセット手段の両方として、加熱アイロンを用いることができ、そ
の温度は６０から２２０℃、好ましくは１２０から２２０℃の間の温度で変わり得、加熱
アイロンは還元組成物の塗布段階と固定段階の間で使用される。
　毛髪のカール除去又はストレート化を実施するには、本発明に係る還元組成物を毛髪に
塗布しなければならず、その後に毛髪は機械的リシェイピングを受け、広い歯付き櫛、櫛
の背面又は手のひらでスムース化操作することによってその新しい形に固定される。一般
に５から６０分、好ましくは１５から４５分の適用後に、毛髪をもう一度スムース化した
後、注意深くすすがなければならず、酸化組成物が以下に記載されるようにして塗布され
、毛髪を十分にすすぐ前に約２から１０分の間、放置されなければならない。
【００２０】
　酸化組成物は、好ましくは過酸化水素、臭素酸アルカリ、過酸塩、ポリチオン酸塩及び
臭素酸アルカリと過酸塩の混合物から選択される酸化剤を含有する、毛髪のパーマネント
リシェイプに伝統的に使用される任意の酸化組成物でありうる。酸化組成物の全重量に対
して、過酸化水素濃度は１から２０容量、好ましくは１から１０容量の範囲とでき、臭素
酸アルカリ濃度は２から１２重量％、過酸塩濃度は０．１から１５重量％の範囲でありう
る。
　酸化組成物のｐＨは一般に２と１０の間である。
　前に説明したように、酸化組成物は即座に又は後ほど塗布することができる。
【００２１】
　本発明に係る方法の特定の実施態様によれば、毛髪のスムース化はまた６０から２２０
℃、好ましくは１２０から２００℃の間の温度で加熱アイロンを用いて全体的に又は部分
的に行うことができる。
　第一の区画に還元組成物として、式（Ｉ）の一又は複数の化合物、例えば上記に示すも
のを、第二の区画に酸化組成物を含む、特に毛髪のパーマネントリシェイプ用の調製キッ
トを提供することが本発明の他の目的である。
　一般に、酸化組成物は過酸化水素、臭素酸アルカリ、過酸塩、ポリチオネート及び臭素
酸アルカリと過酸塩の混合物からなる群から選択される少なくとも一の酸化剤を含有する
。
【００２２】
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　次の一般式（ＩＩ）：
【化３】

［上式中、
　Ａ'及びＢ'はそれぞれ独立して(ＣＨ２)ｎ基（ここで、ｎは１から４の範囲の整数であ
る）、又はＣＨ(ＣＨ３)基を表し、
　Ｒ'"は、水素原子、メチル又はエチル基を表し、
　Ｒ"は、
ａ）ＯＲ'１基（ここで、Ｒ'１は一又は二のヒドロキシル基で置換されていてもよい直鎖
状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表すが、Ａ'とＢ'がＣＨ２を表し、Ｒ'１がメチル又
はエチル基を表す化合物を除く）、又は
ｂ）ＮＲ'２Ｒ'３基（ここで、Ｒ'２とＲ'３は同じか異なっており、水素原子又はヒドロ
キシル、メチルアミノ、エチルアミノ及びジメチルアミノ基から選択される一又は二の基
で置換されていてもよい直鎖状又は分枝状Ｃ１-Ｃ５アルキル基を表すが、Ａ'とＢ'がＣ
Ｈ２を表し、Ｒ'２とＲ'３がメチル基を表し、Ｒ"'がメチル基とは異なる化合物を除く）
、又は
ｃ）ＯＨ基で、但しＡ'とＢ'がＣＨ２を表し、Ｒ'"がエチル基である、
を表す］を有することを特徴とするカルボキシジチオール又は式（ＩＩ）の上記化合物の
無機又は有機塩を新規化合物として提供することが本発明の他の目的である。
【００２３】
　一般式（ＩＩ）の化合物の中で、好適な化合物は次の化合物である：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタン
アミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールペンタノアート、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ペンタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ペンタンアミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ペンタンアミド
、
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－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ペンタンアミ
ド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ペンタンア
ミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ペンタン
アミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ペンタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロパンアミド
、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プロパンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンア
ミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロ
パンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プ
ロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-
プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)
-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド
、
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－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-グリセロールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-メチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-エチルブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-グリセロールブタノアート、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド
、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパ
ンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-メチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-エチルヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールヘキサノアート、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ヘキサンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ヘキサンアミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ヘキサンアミド
、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ヘキサンアミ
ド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ヘキサンア
ミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ヘキサン
アミド、
－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ヘキサンアミド。
【００２４】
　次の化合物は特に好適である：
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(２-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンア
ミド、
－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ペンタンアミド、
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－　５-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ペンタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド
、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-ブタンアミ
ド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-ブタンア
ミド、
－　４-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-ブタンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-エチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロパンアミド
、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プロパンアミ
ド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-プロパンア
ミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)-プロパン
アミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-メチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-エチルプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-１,２-プロパンジオールプロパノ
アート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-グリセロールプロパノアート、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-メチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-プロ
パンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-プ
ロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノエチル)-
プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ-(２-ジメチルアミノプロピル)
-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-２-メチル-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド
、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-ブタン酸、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-メチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-エチルブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-１,２-プロパンジオールブタノアート、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-メチル-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシエチル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミド、
－　２,２-ビス(メルカプトメチル)-Ｎ,Ｎ-ジメチル-プロパンアミド、
－　３-メルカプト-２-(１-メルカプトエチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ブタンアミ
ド、
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－　６-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-Ｎ-(２-ヒドロキシプロピル)-ヘキサンアミ
ド。
【００２５】
　一般式（ＩＩ）の新規化合物は上記の文献に記載された方法と同じ手順で調製すること
ができるし、あるいはそれらは以下に記載する合成スキームによって調製することもでき
る。
【化４】

【００２６】
　二臭素化誘導体１、２及び３、チオ酢酸のカリウム塩と反応させた後、加水分解を好ま
しくは塩基性媒質中で行わしめて本発明に係る化合物４、５及び６を得る。
　式１の二臭素化誘導体は商業的に入手でき、あるいは対応のヒドロキシル誘導体から常
法に従って調製される。
　式２の二臭素化誘導体は、通常のように、例えば硫酸のような触媒量の強酸の存在下で
式Ｒ'１-ＯＨの第１級アルコールでのエステル化により調製される。
　式３の二臭素化誘導体は、例えばカルボニルジイミダゾールの存在下でカルボン酸をア
ミドに転換させるのに伝統的に使用される条件で、式１の二臭素化誘導体を式ＨＮＲ'２
Ｒ'３のアミンと反応させることによって調製される。
　他の実施態様では、式３の二臭素化誘導体を、エステルをアミドに転換するのに伝統的
に使用される条件で式２の二臭素化誘導体から調製することができる。
【実施例】
【００２７】
　本発明は本発明に係る組成物の好適な実施態様を表す次の非限定的な実施例を参照する
ことによってより良く理解されるであろう。
実施例１：３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸の調製
　８．３５ｇの８６％炭酸カリ（０．１２８モル）を含む１２０ｃｍ３水中３１．５ｇの
３-ブロモ-２-(ブロモメチル)-プロパン酸（０．１２８モル）の溶液に１９．５ｃｍ３の
チオ酢酸（０．２７４モル）を撹拌しながら滴下して加えた。ついで、１６０ｃｍ３水中
１７．９ｇの８６％炭酸カリ（０．２７４モル）の溶液を添加し、反応媒質を加熱して８
時間の間、還流させた。
　一度０℃まで冷却した後、３５％塩酸溶液を用いてｐＨ＝１まで酸性化し、４ｘ２００
ｃｍ３の酢酸エチルを用いて媒質を抽出した。ついで、約３から４のｐＨまで水を用い、
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ついで２００ｃｍ３の飽和塩化アンモニウム溶液を用いて有機相を洗浄した。
　有機相を硫酸ナトリウムで乾燥させ、ついで濾過後に減圧下で蒸発させ、僅かに黄色の
油として２９ｇの３-(アセチルチオ)-２-[(アセチルチオ)メチル]-プロパン酸を得た。
　ＮＭＲスペクトル及びＭＳは予想した構造に対応している。
　次の操作は不活性雰囲気（アルゴン）下で行った。
　３０分の間アルゴンで脱ガスした６００ｍｌの１０％炭酸水素カリウム溶液（ｗ／ｗ）
に、以前に得られた２９ｇの３-(アセチルチオ)-２-[(アセチルチオ)メチル]-プロパン酸
を加えた。
　ついで、媒質を５時間、還流させた。
　一度雰囲気温度まで冷却した後、３５％塩酸溶液（６０ｃｍ３）を用いてｐＨ＝１．２
まで撹拌しながら酸性化した。
　ついで、３ｘ２００ｃｍ３の酢酸エチルを用いて反応媒質を抽出した後、有機相を２０
０ｃｍ３の飽和した塩化アンモニウム水溶液で洗浄した。
　次に、それを硫酸ナトリウムで乾燥させ、ついで濾過後に減圧下で蒸発させた。
　油が得られた。これをヘプタン中で冷結晶化させて、５６．４℃の融点（ＤＳＣ）を持
つ１５ｇの３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸を白色結晶として得た。
　ヨード滴定を使用するＳＨ注入は９８％の力価を示した。
　ＮＭＲスペクトル（１Ｈ ４００Ｍｈｚ、ＮＭＲ １３Ｃ １００Ｍｈｚ）及びＭＳは予
想した構造に対応している。
【００２８】
実施例２：毛髪のパーマネントリシェイプ用の還元組成物
　本発明に係る毛髪のパーマネントリシェイプ用の還元組成物を次の化合物を共に混合す
ることによって調製した：
－　３-メルカプト-２-(メルカプトメチル)-プロパン酸：　　　　　　　　１２．０ｇ
－　２０％アンモニア：　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ８．５にする量
－　脱塩水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １００ｇにする量
　予めセットカーラーに巻いた濡れた毛髪にこの組成物を塗布する。組成物を約１５分間
放置した後、毛髪をヘアードライヤーで５分間ブロー乾燥させ、水で十分にすすいだ。
　ついで、次の酸化組成物を塗布した：
－　過酸化水素（２００容量）：　　　　　　　　　　　　　　 ４．８ｇ
－　クエン酸：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｐＨ３にする量
－　脱塩水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １００ｇにする量
　酸化組成物は５分間放置した後、水で十分にすすいだ。ついでカーラーを取り除き、フ
ードで毛髪を乾燥させた。その結果、毛髪のカールは生き生きとしたダイナミックなもの
になった。
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